
す
取
組
を
推
進
し
て
い
く
。

そ
の
ほ
か
の
主
な
意
見
・
質
問

○
国
へ
の
税
財
源
拡
充
に
関
す
る
要

望
の
充
実

○
自
主
税
財
源
を
拡
充
す
る
た
め
の

新
税
創
設
の
検
討

○
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
な
ど
民
間
経
営

手
法
の
導
入

地
球
環
境
の
保
全

主
な
意
見
・
質
問

○
市
域
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
削
減

の
取
組
の
積
極
的
な
推
進

○
環
境
家
計
簿
の
普
及
や
廃
食
用
油
、

生
ご
み
な
ど
の
再
利
用
を
促
進
す
る

こ
と
に
よ
る
循
環
型
社
会
の
確
立

答
　
弁

本
市
が
定
め
た
二
酸
化
炭
素
排
出

量
や
ご
み
処
理
量
の
削
減
目
標
の
達

成
に
向
け
て
、
市
民
・
事
業
者
・
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
、
総
合
的
な
取

組
を
進
め
た
い
。
ま
た
、
環
境
家
計

簿
の
地
域
単
位
で
の
普
及
促
進
な
ど

に
よ
り
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
革
を
促
し
、
環
境
共
生
型
都
市
・

京
都
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
ほ
か
の
主
な
意
見
・
質
問

○
京
都
議
定
書
の
早
期
発
効
に
向
け

た
国
内
外
へ
の
働
き
掛
け
の
強
化

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

主
な
意
見
・
質
問

○
市
民
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
や
施
設

を
提
供
す
る
観
点
か
ら
地
域
体
育

館
の
使
用
料
を
据
え
置
く
必
要
性

○
西
京
極
陸
上
競
技
場
の
芝
を
維
持

管
理
し
て
い
く
た
め
の
予
算
の
増
額

○
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
公
認

キ
ャ
ン
プ
地
に
認
定
さ
れ
た
こ
と

を
観
光
客
５
千
万
人
構
想
の
起
爆

剤
と
し
て
活
用
す
る
考
え

答
　
弁

地
域
体
育
館
の
使
用
料
は
、
他
の
施

今
後
の
財
政
運
営

主
な
意
見
・
質
問

○
予
算
執
行
に
お
け
る
創
意
工
夫

○
コ
ス
ト
意
識
に
基
づ
く
財
政
運
営

○
不
用
額
や
繰
越
金
が
出
な
い
よ
う

な
予
算
編
成
と
そ
の
適
正
な
執
行

○
市
税
徴
収
率
向
上
の
た
め
の
取
組

答
　
弁

ぜ
い
弱
な
財
政
基
盤
に
立
つ
本
市

財
政
は
、厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
き
、

急
激
な
税
収
の
回
復
を
見
込
め
な
い

中
で
、13
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
て
、

京
都
新
世
紀
市
政
改
革
大
綱
に
基
づ

い
た
全
庁
的
な
事
務
事
業
の
見
直
し

を
図
り
な
が
ら
、財
政
運
営
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。ま
た
、市
税
徴
収
率
の

向
上
に
つ
い
て
は
、早
期
の
着
手
、差

押
え
を
行
う
た
め
、財
産
調
査
を
徹
底

す
る
な
ど
、確
実
な
市
税
徴
収
を
目
指

設
よ
り
も
低
額
に
設
定
し
て
い
る
が
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
現
状
維
持
は

難
し
い
。西
京
極
陸
上
競
技
場
の
芝
は
、

全
面
植
え
換
え
は
で
き
な
い
が
、
維
持

管
理
費
の
増
額
に
努
め
た
い
。
２
０
０

２
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

今
後
市
民
周
知
を
し
、
参
加
国
が
決
ま

れ
ば
、
京
都
を
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
も

ら
え
る
よ
う
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

介
　
　
護
　
　
保
　
　
険

主
な
意
見
・
質
問

○
介
護
保
険
制
度
の
浸
透
状
況

○
要
介
護
認
定
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
実
施
状
況
の
把
握
及
び
こ
れ

ら
を
反
映
し
た
制
度
の
確
立
・
運
営

○
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
量
、
業

務
内
容
の
改
善

答
　
弁

介
護
保
険
制
度
は
12
年
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
要
介
護
認
定
者

は
10
月
末
現
在
で
３
万
２
千
236
人
と

概
ね
計
画
ど
お
り
で
、
ま
た
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
人
数
も
順
調
に
増
加
し

て
お
り
、
制
度
は
か
な
り
浸
透
し
て

き
て
い
る
。
引
き
続
き
、
制
度
の
内

容
な
ど
の
周
知
徹
底
に
努
め
る
。

現
場
の
実
態
把
握
は
制
度
の
円
滑

な
運
営
に
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
そ
の
家
族
の
満

足
度
の
把
握
に
重
点
を
置
く
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
13
年
１
月
に
実
施
す
る
。

古紙配合率100％再生紙を使用しています。
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2
月
定
例
会
の
日
程

２
月
定
例
会
は
２
月
21
日
に
開
会

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。平
成
13

年
度
一
般
会
計
予
算
の
審
議
な
ど
を

行
い
ま
す
。２
月
28
日
と
３
月
１
日
の

本
会
議
に
お
い
て
代
表
質
疑
を
行
い
、

３
月
23
日
に
閉
会
す
る
予
定
で
す
。

お�
知�
ら�
せ�

い
よ
う
な
方
策
を
採
る
必
要
性

同
和
問
題
に
つ
い
て

○
他
の
団
体
と
比
べ
て
多
額
で
あ
る

運
動
団
体
へ
の
補
助
金
の
是
正
と

補
助
金
の
内
訳
の
公
表

○
改
良
住
宅
に
居
住
す
る
市
職
員
の

家
賃
滞
納
へ
の
適
正
な
対
応

信
用
金
庫
の
再
編
に
つ
い
て

○
再
編
の
影
響
を
受
け
る
中
小
企
業

者
へ
の
相
談
体
制
の
拡
充
・
強
化

○
企
業
が
金
融
安
定
化
特
別
保
証
融

資
を
確
実
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
な

取
組
の
推
進

国
立
京
都
迎
賓
館
の
建
設
に
つ
い
て

○
建
設
の
意
義
や
経
済
効
果

島
津
製
作
所
五
条
工
場
跡
地
の
開
発

構
想
に
つ
い
て

○
市
の
方
針
に
適
合
す
る
構
想
に
変

更
す
る
よ
う
厳
正
な
指
導
の
実
施

○
住
民
の
意
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
条
例
と
な
る
よ
う

に
条
例
を
見
直
す
必
要
性

市会が一般会計決算に付けた意見（要旨）
１ 平成11年度決算は、３億9,500万円の
実質収支赤字となる一方、不用額は175
億円、市税収入未済額は139億円と多額
に上っている。予算の執行率も94.9％
であり、市税の徴収率は前年度に比べ若
干上昇したとはいえ、94.1％である。
よって理事者は、市の財政危機を全庁
的に受け止め、これらを克服するよう真
剣に取り組むこと。

２ 平成11年度決算は、昭和57年度以来
17年ぶりの赤字となった。今後も厳し
い経済情勢が予想されるが、ＩＴ革命へ
の対応や、少子・高齢問題を含む福祉施
策はもちろんのこと、環境対策などに後
退があってはならない。
よって理事者は、財政運営において、

「京都新世紀に向けた市政改革行動計画」
の更なる取組と、新たな行財政改革に積
極的に取り組むとともに、大都市税財源
の拡充を従来にも増して強く国に要望す
ること。更には、市税の増収につながる経
済の活性化に努めるとともに、より効率
的な事業執行に専念すること。

〈賛成多数〉

市会が議案に付けた付帯決議（全文）
市立病院での医療事故に対する損害賠償
の額の決定に付けた付帯決議
全国的に医療事故の報告がされ、医療に
対する不安が広がっている。
市立病院においても長期にわたる係争中
の案件もあり、平成11年に「医療事故防止
委員会」が設置されたものの、事故が発生
していることは極めて遺憾である。
よって理事者は、今後とも医療事故の防
止に一層努め、地域の中核病院としての役
割を十分に果たすべきである。〈全会一致〉
市バス事業を長岡京市の区域内に設置する
ことに関する協議に付けた付帯決議
今後、向日市への市バス乗り入れを促進
するとともに、伏見・乙訓間の路線の充実
を図ることを検討すること。 〈全会一致〉

市会が採択した請願
○信用金庫の破綻に伴う債務者の支援等
○デイサービス施設の早期増設
○まち美化事務所等の施設建設計画におけ
る地元住民への説明等の要請（右京区）

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
に
つ
い

て
は
、
国
へ
改
善
を
求
め
て
き
た
が
、

こ
の
度
、
待
遇
改
善
の
方
針
が
示
さ

れ
た
。
府
も
介
護
支
援
専
門
員
協
議

会
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
相
談
窓

口
を
開
設
し
た
。
こ
の
よ
う
な
動
向

を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
府
と
連
携
し
、

積
極
的
な
支
援
策
に
取
り
組
む
。

そ
の
ほ
か
の
主
な
意
見
・
質
問

○
市
独
自
の
保
険
料
、
利
用
料
の
減

免
制
度
導
入
の
検
討

放
置
自
転
車
対
策

主
な
意
見
・
質
問

○
放
置
自
転
車
防
止
の
啓
発
の
強
化

○
自
転
車
等
駐
車
場
の
稼
働
率
の
向

上
と
整
備
の
促
進

○
地
域
の
自
転
車
等
駐
車
対
策
協
議

会
に
よ
る
取
組
の
強
化

○
放
置
自
転
車
の
撤
去
の
徹
底

答
　
弁

現
在
、
自
転
車
等
駐
車
場
が
整
備

さ
れ
て
い
る
駅
周
辺
に
啓
発
指
導
員

を
配
置
し
、
啓
発
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
放
置
自
転
車
の
減

少
と
駐
車
場
の
稼
働
率
の
向
上
に
一

定
の
効
果
は
上
が
っ
て
い
る
が
、
本

事
業
は
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
一

時
的
な
事
業
で
あ
る
た
め
、
継
続
的

な
実
施
は
困
難
で
あ
る
。
今
後
、
地

域
の
自
転
車
等
駐
車
対
策
協
議
会
を

設
立
す
る
な
ど
、
行
政
と
地
域
が
一

体
と
な
っ
た
啓
発
を
行
い
、
利
用
者

の
マ
ナ
ー
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
駐
車
場
の
設
置
な
ど
利
用
環
境

の
改
善
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
ほ
か
の
主
な
意
見
・
質
問

○
自
転
車
専
用
道
の
設
置
な
ど
歩
道

上
で
の
歩
行
者
の
安
全
通
行
の
確
保

児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成

主
な
意
見
・
質
問

○
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
学
校
評
議
員
制
度
の
在
り
方

答
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学
校
評
議
員
制
度
は
、
地
域
の
学

校
教
育
に
対
す
る
意
見
や
希
望
を
聞

き
、
そ
れ
を
学
校
運
営
に
生
か
し
て

い
く
も
の
で
、
12
年
度
は
57
校
で
試

行
実
施
し
、
13
年
度
中
に
は
す
べ
て

の
学
校
で
実
施
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
ほ
か
の
主
な
意
見
・
質
問

○
不
登
校
や
い
じ
め
問
題
の
解
決
に

向
け
た
地
域
社
会
や
家
庭
に
お
け

る
教
育
力
の
向
上
の
必
要
性

○
他
者
と
共
に
共
同
社
会
を
支
え
て
い

く
理
念
を
持
た
せ
る
教
育
の
推
進

そ
の
ほ
か
の
主
な
意
見
・
質
問

京
都
市
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

○
行
政
区
別
計
画
と
の
整
合
性
の
確

保
及
び
両
者
の
一
体
的
な
推
進

○
推
進
体
制
の
確
立

○
市
民
の
理
解
を
得
る
広
報
の
充
実

○
施
策
実
施
の
た
め
の
予
算
規
模
と

財
政
見
通
し
の
明
示

○
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
を
記
述
す
る

必
要
性

市
政
改
革
の
取
組
に
つ
い
て

○
市
民
が
不
況
で
苦
し
ん
で
い
る
状

況
を
踏
ま
え
た
厳
格
な
取
組

○
市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
お
そ
れ

○
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
に
第
三
者
評

価
制
度
を
導
入
す
る
考
え

○
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
す
る
た
め
の
専
門
家
に
よ
る

検
討
チ
ー
ム
を
設
置
す
る
考
え

青
少
年
施
設
の
再
編
に
つ
い
て

○
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に
つ

い
て
利
用
者
へ
の
十
分
な
説
明
の
実

施
と
利
用
者
の
活
動
に
支
障
が
な

会　派　名 議員数 電話番号

自 由 民 主 党
京都市会議員団 24人 222-3718

日 本 共 産 党
京都市会議員団 21人 222-3728

民主・都みらい
京都市会議員団 13人 222-3724

公 明 党
京都市会議員団 12人 222-3732

京 都 2 1
市会議員クラブ 2人 222-3739

ご
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
は

市
会
事
務
局
調
査
課

1
２
２
２
―
３
６
９
７

平成11年度一般会計歳入歳出
決算などを審査する普通決算特別
委員会は、第1・第2分科会を設置
して、11月22日から局別の質疑
を行った後、12月1日に決算書類
の調査、5日には、市長・副市長に
対する総括質疑を行うなど、審査
を重ね、13日に賛否取りまとめ
の委員会を開き、14日の本会議
で委員長から審査の経過と結果を
報告しました。
その主なものを掲載します。

国際会館駅自転車等駐車場

環境家計簿


